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もの」（江上 1967 a : 11）だとする。江上トミは本質的に女性と男性は違い，女性にとっては
主婦（妻・母）役割が最も大切なものだとして性別役割分業を肯定する。江上トミにとっても
「一家の主婦が本業で，料理の先生が副業」（江上 1959 : 27）だとし，「いまでも子供と夫の世
話は他人の手に任せない」（『読売新聞』1957年 7月 4日），「主人や子供の洋服の手入れ，シ
ャツや靴下の世話まで，全部私の手でいたします。（中略）妻であり，母であることは，私に








「良妻賢母への第一歩は料理の道にある」（江上 1967 a : 10）とする。この言葉は江上トミの
母アサの教えであり（母との関係については後述），トミも同じく主婦自らが料理することが
家庭の平和や家族の健康にとって最も大切なことだとした。そして，次のように述べている。






























（柴田書店）シリーズでは，『私の料理 1 日本料理』（1956），『私の料理 2 中華料理』















べてが専門のつもりです」（津谷 1978 : 164）と述べており，その仕事からも「世界の料理」




















1964 世界の料理（12巻） 江上トミ編 講談社 編者・執筆者
1970-1971 全集・世界の料理（7巻） 監修：飯田深雪，辻嘉一，村上信夫 小学館 執筆者
1972-1978 世界の料理（23巻） 江上トミ監修 タイムライフブックス 監修者・執筆者











































（細野 1960 : 7）
一方で 1950年代は多くの料理学校が設立され，花嫁修業として通う未婚女性や若い主婦で
賑わった（青木・大塚 1959）。東京市谷の江上料理学院は，トミの知名度の高まりともに生徒























































































「母の生活観や人生観が多分に影響している」（豊福 1961 : 253）ことが示されている。





















に入られ，家族が健康で一生を仕合せに暮らせますように」（江上 1962 : 5）と，つぶやいて
頭を下げたとも述べられている。3-2で述べておいたように江上トミの良妻賢母思想は，母か
表 3 江上トミの半生を語った記事・書籍（1970年代まで）
①本誌記者 1957「江上料理学院長 江上トミ女史」『女性教養』1957年 12月号
②「私はこうして世に出た 3 斜陽族から旗揚げ 夫と在仏中に料理学校で学ぶ 江上トミさん」






⑦「わたしの青春 料理研究家 江上トミさん（66）」『読売新聞』1966年 10月 23日
⑧江上トミ 1967「心に残るひとつのことば 良妻賢母であれ」『小三教育技術』1967年 8月




























をたたきこ」まれ，「料理の基本を身につけた」（江上 1976 : 75）としている。つまり「世界
の料理」の修得の基礎に，幼少時における母の料理の稽古があったとするのである。




































れは美術品，芸術品である」（江上 1960 : 80），「料理とは女の魂をうちこんだつやとあやの芸







⑴ 「平成 28年度社会生活基本調査」によれば，1日の男性の家事時間が 19分に対し，女性は 2時間
24分となっている（総務省統計局 2017）。村田ひろ子・荒牧央は家事時間の国際比較の結果，フ
ルタイム勤務の人の家事時間を比較すると，女性は 1週間に 20時間以上，家事をしている人が 62
％なのに対して男性は 2％と少なく，家事時間の男女差が目立つとする（村田・荒牧 2015）

































助ける不仕合せ」が戦後の私にもふって来た」（江上 1956 : 2）と表現している。また江上トミの
「良妻賢母主義も，福岡では父兄の間に受け，仲人口のお嫁入りの推薦資格の一つに江上料理学院
卒が入っている」（『読売新聞』1957年 7月 4日）とされる。
⒄ 例えば，『毎日新聞』の連載「江上トミさん 世界料理飛びある記（1）～（3）」（1960年 2月 2日～
4日）や，NHK「きょうの料理」のテレビとテキストにおける江上トミ「世界の料理から（1）～
（12）」（1960年 3・4月号～1961年 1・2月号）が挙げられる。















22 1940年までは年間 5, 60万人の女性が家事使用人として働いており，女中の絶対数が減少するの
は戦争末期の 1944年になってからである（奥田 2000）。
23 都市と農村の生活の格差はまだみられ，例えば，『昭和 35年版 国民生活白書』によると，都市世
帯の光熱費の割合は，電気 32.7％，ガス 24％，木炭 13.7％となっているのに対し，農家では，ま








URL : https : //www.huffingtonpost.jp/2015/05/19/naikakukanbo-kyaraben_n_7338878.html
（2020年 3月 15日アクセス）
檀一雄 1969「ズバリ現代 栄養教祖 江上トミ」『太陽』平凡社，1969年 2月号




江上トミ 1964 a「無題」『ナショナルショップ』（第 18巻 7号）1964年 7月号
江上トミ 1964 b「アメリカ」（『世界の料理 10 アメリカ，メキシコ，ブラジル，アルゼンチン，ウル
グアイ』講談社）
江上トミ 1965「作ってくれた俎板と包丁」丹羽文雄監修『おふくろ』秋田書店
江上トミ 1967 a「心に残るひとつのことば 良妻賢母であれ」『小三教育技術』1967年 8月号
江上トミ（対談）1967 b「楽しく幸せに生きるための生活空間 楽しくたべて健康に暮そう」『オール
大衆』1967年 11月






本誌記者 1957「江上料理学院長 江上トミ女史」『女性教養』1957年 12月号
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本稿は平成 29年度教育職員研修における研究成果報告の一部である。記して感謝したい。
（むらせ けいこ 現代社会学科）
2020年 5月 15日受理
文化仲介者としての料理研究家・江上トミ（村瀬敬子）
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